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　令和５年10月６日、日本製紙株式会社の倉吉閉鎖型採種園（倉吉市大谷茶屋）で行われた、スギの「エリート
ツリー」の種子の初収穫に、本組合から嶋沢組合長、竹内林産一課長以下４名が参加しました。
 「エリートツリー」は、一般のスギ・ヒノキに比べ成長とCO²吸収量が1.5倍以上、花粉量が半分以下、伐期が
50年程度から30年程度に短縮することが見込まれるなど、農林水産大臣が認定した樹木です。
　日本製紙株式会社の倉吉閉鎖型採種園は令和４年10月に整備された施設で、ビニールハウス内で種子生産
を行うことにより、外来花粉の侵入を防ぎ、エリートツリー同士の確実な交配が可能となる施設です。
　この施設で生産された種子を使ったコンテナ苗は、令和６年秋ごろから出荷される予定であり、本組合では
出荷されたエリートツリーのコンテナ苗を積極的に再造林に利用していく計画です。

次世代苗｢エリートツリー｣の種子を初収穫



　

国
民
の
花
粉
症
有
病
率
は
約
４
割
（
ほ
と
ん
ど
が
ス
ギ
花
粉

症
）
と
な
っ
て
お
り
、
花
粉
症
は
多
く
の
国
民
を
悩
ま
せ
続
け

て
い
る
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
の
４
月
に
「
花
粉
症
に
関
す
る
関
係
閣
僚

会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
中
で
、
花
粉
症
を
解
決
す
る
た
め

の
道
筋
を
示
す
「
花
粉
症
対
策
の
全
体
像
」
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
全
体
像
は
、
①
発
生
源
対
策
、
②
飛
散
対
策
、
③
発
症
・

曝
露
対
策
の
３
本
柱
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
短
期
・
中
長
期

的
か
つ
総
合
的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
主
に
林
業
に
関
係
す
る
①
発
生
源
対
策
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　

発
生
源
対
策
と
し
て
は
「
10
年
後
に
は
花
粉
発
生
源
の
ス
ギ

人
工
林
を
約
２
割
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
将
来
的
（
約

30
年
後
）
に
は
花
粉
発
生
量
の
半
減
を
目
指
す
。」
と
さ
れ
、

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
の
加
速
化

・�

ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
を
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
10
年
後
に
は
約

７
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
増
加

・�

伐
採
後
に
は
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
や
他
樹
種
に
よ
る
植
替

え
を
推
進

⑵
ス
ギ
材
需
要
の
拡
大

・
住
宅
分
野
で
の
ス
ギ
材
製
品
へ
の
転
換
促
進

・
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
の
増
産
に
向
け
た
加
工
流
通
施
設
の
整
備

花
粉
症
対
策
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

代
表
理
事
組
合
長　

嶋
沢

代
表
理
事
組
合
長　

嶋
沢  

和
幸
和
幸

⑶
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大

・�

花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
苗
木
の
割
合
を
５
割
か
ら
10
年
後
に
は

９
割
以
上
に
引
き
上
げ

⑷
林
業
の
生
産
性
向
上
及
び
労
働
力
の
確
保

・
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
支
援
等
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

・
新
規
就
業
者
の
確
保
・
育
成
、
処
遇
の
改
善

　

本
組
合
に
お
き
ま
し
て
も
、
現
在
、
ス
ギ
人
工
林
を
中
心
に

伐
採
し
、
伐
採
後
に
少
花
粉
ス
ギ
や
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
な
ど
の
苗

木
に
植
替
え
す
る
「
主
伐
・
再
造
林
事
業
※
」
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
花
粉
症
対
策
だ
け
で
な

く
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
の
達
成
や
県
産

材
の
安
定
供
給
等
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
主

伐
・
再
造
林
事
業
を
よ
り
一
層
進
め
て
、
よ
り
多
く
の
組
合
員

の
皆
様
に
、
よ
り
多
く
の
利
益
を
還
元
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
の
御
支
援
・
御
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※�

本
組
合
で
は
、
主
伐
・
再
造
林
事
業
（
伐
採
・
植
栽
・
下
刈

り
）
を
委
託
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
様
に
は
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
あ
た
り
50
万
円
以
上
を
利
益
還
元
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

�

事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
組
合
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

コウヨウザン植栽（鳥取市気高町下原地内）

東部森林組合だより　令和５年12月号　No.105［2］



令
和
５
年
６
月
23
日（
金
）～
25
日

（
日
）に
か
け
て
、各
地
区
の
総
代
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
意
見
交
換
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
し
た
。

嶋
沢
組
合
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
本
組
合
の
事
業
取
組
状
況
の
説
明
に
続
き
、
若
林
参
事
か

ら
「
主
伐
・
再
造
林
事
業
」「
早
生
樹
造
林
事
業
」
な
ど
の
事
業
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
に
限
ら
ず
、
事
業
内
容
で
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
場
合
、
ま
た
林
業
専
用

道
・
森
林
作
業
道
が
壊
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
森
林
組
合
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�

〈
文
責
：
常
務
理
事　

村
上
哲
朗
〉

１ 

主
伐
・
再
造
林
事
業

　

人
工
林
の
若
返
り
を
図
り
、
次
世
代
へ
の
資
源
の
継
承
や
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
を
伐
採
し
、
そ
の
後
に
植
栽
、
下
刈
を
実

施
し
ま
す
。

　

○
対
象
人
工
林

　
　

・
組
合
員
が
所
有
す
る
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林

　
　

・
組
合
員
か
ら
、
伐
採
と
植
栽
、
下
刈
を
一
括
し
て
委
託
を
受
け
た
も
の

　
　

・
一
団
地
１
ha
以
上
（
複
数
名 

可
）
か
ら
対
応　
　
　
　

　

○
作
業
内
容

　
　

・
植
栽
樹
種
：
少
花
粉
ス
ギ
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
等
を
植
栽

　
　

・
森
林
作
業
道
：
木
材
を
搬
出
し
、
造
林
す
る
た
め
の
作
業
道
を
整
備

　
　

・
獣
害
対
策
：�

シ
カ
や
ウ
サ
ギ
の
食
害
か
ら
植
栽
木
を
守
る
た
め
、
防
鹿
柵
の
設
置
や

忌
避
剤
の
散
布

　

○�

組
合
員
の
皆
様
か
ら
委
託
を
受
け
た
場
合
に
は
、１
ha
あ
た
り
50
万
円
以
上
を
返
金
し

ま
す
。な
お
、令
和
4
年
度
実
績
で
は
１
ha
あ
た
り
平
均 

約
80
万
円 

を
返
金
し
ま
し
た
。

２ 

早
生
樹
造
林
事
業

　

荒
廃
農
地
（
果
樹
園
・
田
・
畑
）
を
有
効
利
用
し
、
30
年
程
度
で
伐
採
で
き
る
早
生
樹

を
植
栽
し
ま
す
。

　

○
対
象
農
地

　
　

・
組
合
員
が
所
有
す
る
荒
廃
農
地
0
・
１
ha
以
上
（
複
数
名 

可
）
か
ら
対
応

　
　

・
地
目
が
農
地
の
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
の
「
非
農
地
証
明
」
が
必
要　
　
　
　

　

○
植
栽
等
の
内
容

　
　

・
植
栽
樹
種
：
成
長
が
早
い
セ
ン
ダ
ン
等
を
植
栽

　
　

・
獣
害
対
策
：�

シ
カ
等
の
食
害
か
ら
植
栽
木
を
守
る
た
め
、
防
鹿
柵
の
設
置
や
忌
避
剤

の
散
布

　
　

・�
水
田
跡
の
場
合
、
水
は
け
を
良
く
す
る
た
め
、
深
さ
１
ｍ
程
度
に
あ
る
硬
盤
層
を
バ

ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
り
破
壊

　

○�

セ
ン
ダ
ン
は
、
木
目
・
材
質
が
ケ
ヤ
キ
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
具
材
や
内
装
材
と

し
て
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

〈
文
責
：
常
務
理
事　

村
上
哲
朗
〉

各
地
区
総
代
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

組
合
事
業
の
紹
介

地 

区 

名

開
催
日

場　
　

所

参
加
総
代
数

鹿
野
町
・

気
高
町

令
和
５
年
６
月
23
日 

㈮　

　

9
：
30
～
11
：
30

鹿
野
町
地
区
公
民
館

11
人　

青
谷
町

令
和
５
年
６
月
23
日 

㈮

　

13
：
30
～
15
：
30

青
谷
町

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
人　

国
府
町

令
和
５
年
６
月
24
日 

㈯　

　

9
：
30
～
11
：
30

国
府
町

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
人　

岩
美
町

令
和
５
年
６
月
24
日 

㈯

　

13
：
30
～
15
：
30

岩
美
町
中
央
公
民
館

９
人　

福
部
町

令
和
５
年
６
月
25
日 

㈰　

　

9
：
30
～
11
：
30

福
部
町

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
人　

旧
鳥
取
市

令
和
５
年
６
月
25
日 

㈰

　

13
：
30
～
15
：
30

鳥
取
県
東
部
森
林
組
合

15
人　

計

61
人　

（開催日及び出席者数）

意見交換会であいさつする嶋沢組合長
（6 月 23 日　鹿野町・気高町地区）
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チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
技
術
を
競
う
「
第
3
回

日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
in
鳥

取
」（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
令
和
5
年

10
月
28
日
～
29
日
、西
伯
郡
大
山
町
の「
大

山
槇
原
駐
車
場
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
in
鳥

取
は
、
令
和
元
年
11
月
に
鳥
取
市
福
部
町

湯
山
の
「
鳥
取
砂
丘
オ
ア
シ
ス
広
場
」
で

「
第
3
回
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
in
鳥
取
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

第
1
回
が
開
催
、
令
和
3
年
11
月
に
は
北

栄
町
由
良
宿
の
「
出
会
い
の
広
場
」
で
第

2
回
が
開
催
さ
れ
、
第
3
回
の
今
年
は
西

部
地
区
で
の
開
催
と
な
り
、
県
内
外
か
ら

過
去
最
多
の
91
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
従
来
か
ら
の
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ス
」
39
名
（
※
1
）
、

「
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
」
22
名
（
※
2
）
に

加
え
、
林
業
大
学
校
の
学
生
や

林
業
高
校
の
生
徒
が
対
象
の

「
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ス
」
（
※
3
）
が
新
設
さ

れ
、
全
国
か
ら
10
校
15
組
30
名

の
未
来
の
林
業
を
担
う
若
者
が

出
場
し
、
一
般
来
場
者
が
過
去

最
高
の
1
，
8
0
0
人
と
な
る

な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

競
技
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
ク
ラ
ス
が
、「
伐
倒
競
技
」、

「
ソ
ー
チ
ェ
ン
着
脱
競
技
」、「
丸

太
合
わ
せ
輪
切
り
競
技
」、「
接

地
丸
太
輪
切
り
競
技
」、「
枝
払

い
競
技
」
の
全
5
種
目
、
ビ
ギ

ナ
ー
ク
ラ
ス
が
「
伐
倒
競
技
」、「
丸
太
合

わ
せ
輪
切
り
競
技
」
の
全
2
種
目
、
ア
カ

デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
は
「
伐
倒
競

技
（
簡
易
方
式
）」、「
丸
太
合
わ
せ
輪
切

り
競
技
」
の
全
2
種
目
を
2
人
1
組
の
合

計
得
点
で
競
い
ま
し
た
。

当
組
合
か
ら
は
、
技
能
員
7
名
（
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ス
5
名
、
ビ
ギ
ナ

ー
ク
ラ
ス
2
名
）
が
参
加
し
、
こ
れ
ま
で

の
練
習
で
磨
い
た
技
術
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

過
去
2
大
会
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ク
ラ
ス
に
出
場
し
て
い
る
栗
田
亮
班
長
代

理
は
、
28
日
の
4
種
目
が
終
了
し
た
時
点

で
暫
定
1
位
と
な
り
、
29
日
の
「
枝
払
い

競
技
」
で
惜
し
く
も
順
位
を
一
つ
落
と
し

ま
し
た
が
、
見
事
表
彰
台
に
立
つ
総
合
2

位
と
な
る
大
健
闘
で
し
た
。

そ
し
て
、
今
大
会
初
め
て
出
場
し
た
田

邉
邦
治
技
能
員
が
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
で
3

位
と
な
る
大
健
闘
で
し
た
。

総
合
2
位
と
な
っ
た
栗
田
亮
班
長
代
理

は
「
落
ち
着
い
て
い
つ
も
ど
お
り
臨
め
た

こ
と
が
今
回
の
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し

丸太合わせ輪切り競技中の栗田班長代理

伐倒競技中の田邉技能員

枝払い競技中の向井班長代理

東部森林組合だより　令和５年12月号　No.105［4］



た
。
日
々
の
仕
事
で
も
安
全
で
正
確
か
つ

迅
速
に
作
業
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

出
場
ク
ラ
ス
は
違
い
ま
す
が
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ス
に
出
場
し
た
向
井
康

二
班
長
代
理
は
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ス
に
出
場
し
た
鳥
取
県
立
智
頭
農
林

高
等
学
校
2
年
生
の
向
井
哲
太
く
ん
と
親

子
で
の
参
加
と
な
り
、
表
彰
式
で
向
井
哲

太
く
ん
の
2
年
生
チ
ー
ム
の
名
前
が
1
位

で
呼
ば
れ
る
と
親
子
で
喜
び
を
爆
発
さ
せ

て
い
ま
し
た
。

当
組
合
か
ら
参
加
し
た
技
能
員
の
主
な
成
績
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

次
の
と
お
り
で
す
。

【
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ス
】

〈
総　

合
〉	

２
位
：
栗
田　
　

亮

〈
種
目
別
〉

　
「
設
置
丸
太
輪
切
り
競
技
」	

１
位
：
栗
田　
　

亮　

　
「
丸
太
合
わ
せ
輪
切
り
競
技
」	

８
位
：
清
水　

勇
介

　
「
伐
倒
競
技
」	
２
位
：
栗
田　
　

亮

　
「
枝
払
い
競
技
」	
７
位
：
栗
田　
　

亮

【
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
】

〈
総　

合
〉	

３
位
：
田
邉　

邦
治

〈
種
目
別
〉

　
「
伐
倒
競
技
」	

４
位
：
田
邉　

邦
治

　
「
丸
太
合
わ
せ
輪
切
り
競
技
」	

５
位
：
田
邉　

邦
治

※�

1
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ス
：
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
出
場
経
験
者
、
各
県
で
開
催
さ
れ
て
い
る
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
競
技
ル
ー
ル
（
5
種
目
競
技
）

に
準
ず
る
大
会
出
場
経
験
者
な
ど

※
2
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
：
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
出
場
未
経
験
者　

※
３
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
：
林
業
大
学
校
等
の
学
生
、
高
等
学
校
の
生
徒
等　

1
チ
ー
ム
2
名
で
、
2
人
の
合
計
得
点
で
順
位
を
決
定
（
1
団
体
複
数
チ
ー
ム
参
加
可
能
）

上 ( 左 ) から岩竹技能員、田邉技能員、清水班長代理、向井班長代理
下 ( 左 ) から澤技能員、栗田班長代理、森本技能班長

向井康二班長代理と向井哲太くん親子

接地丸太輪切り競技中の清水班長代理

ソーチェン着脱競技中の澤技能員

鳥
取
県
立
智
頭
農
林
高
等
学
校
か
ら
は

2
チ
ー
ム
4
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
本
組

合
で
は
6
月
か
ら
8
回
に
わ
た
り
、
実
技

指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果

が
出
た
こ
と
に
大
変
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

今
後
も
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ス
を
通
し
て
、
若
者
の
林
業
へ
の
就
業
が

増
加
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員

の
健
闘
を
称
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

〈
文
責
：
経
営
課
長　

古
川
晶
朗
〉

 ［5］東部森林組合だより　令和５年12月号　No.105



令
和
５
年
11
月
22
日
、
鳥
取
市
三
山
口
地
内
の
放

置
竹
林
を
伐
採
し
た
跡
地
に
、
鳥
取
市
立
湖
南
学
園

（
安
田
直
人
校
長
）
の
５
年
生
児
童
16
名
と
、
鳥
取

北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
入
江
容
子
会
長
）
17
名
、

組
合
役
職
員
６
名
が
協
働
で
ク
ヌ
ギ
の
苗
木
60
本

を
植
樹
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
組
合
職
員

か
ら
の
植
樹
方
法
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
大
き
く
育

つ
よ
う
願
い
を
込
め
な
が
ら
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

加
え
て
今
回
は
、
竹
林
整
備
跡
地
で
の
植
樹
の
ほ
か

に
、
学
校
敷
地
内
に
も
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
、
ベ
ニ
バ
ナ

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
シ
ロ
バ
ナ
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
を
そ
れ
ぞ
れ
１

本
ず
つ
、
今
回
の
活
動
を
記
念
し
て
植
樹
し
ま
し
た
。

植
樹
活
動
を
終
え
た
児
童
の
皆
さ
ん
は
「
初
め
て

苗
木
を
植
え
た
け
ど
、
上
手
に
植
え
ら
れ
て
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。」
と
話
し
、
今
回
の
植
樹
活
動
を
通

し
て
「
森
林
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
、
お
い
し
い

水
や
き
れ
い
な
空
気
が
保
た
れ
て
い
る
」
と
い
っ

た
、
森
林
の
大
切
さ
を
よ
り
深
く
学
ぶ
良
い
経
験
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
嶋
沢
組
合
長
か
ら
竹
で
作
っ
た
植
木
鉢
と

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
が
児
童
代
表
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

鳥
取
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
地
元
小
学
校
、
義

務
教
育
学
校
と
の
協
働
植
樹
は
平
成
29
年
か

ら
毎
年
続
い
て
お
り
、
今
回
で
７
校
目
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
協
働
し
て
植
樹
活
動

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

〈
文
責
：
経
営
課
主
任　

濱
田
洋
輔
〉

湖
南
学
園・鳥
取
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と

湖
南
学
園・鳥
取
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
働
植
樹
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
働
植
樹
を
実
施

未
来
の
人
財
を
求
め
て
高
校
を
訪
問
！

令和５年７月 20 日  鳥取県立智頭農林高等学校

令和５年６月６日  鳥取県立鳥取工業高等学校

　

高
校
訪
問
と
は
、
実
際
に
高
校
に
訪
問
し
、
組
合
の
特
徴
や
魅
力
を
伝
え
る
活
動
の
こ
と
で

す
。今
年
は
、鳥
取
県
立
鳥
取
工
業
高
等
学
校（
６
月
６
日
）、鳥
取
県
立
鳥
取
湖
陵
高
等
学
校（
６

月
９
日
）、
鳥
取
県
立
智
頭
農
林
高
等
学
校
（
７
月
20
日
）
の
３
校
を
、
嶋
沢
組
合
長
と
森
田

課
長
補
佐
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

森
林
組
合
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
か
？
そ
も
そ
も
林
業
と
は
何

か
？
と
思
っ
て
い
る
高
校
生
が
大
多
数
の
中
、
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
生
徒
さ
ん
に
当
組
合
の

紹
介
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
組
合
長
か
ら
、「
林
業
と
は
、
木
を
植
え
て
、
育
て
て
、
伐
っ
て
、

使
っ
て
（
売
っ
て
）、
ま
た
植
え
る
と
い
う
循
環
に
よ
り
、
健
全
な
森
林
を
造
り
、
水
源
涵
養

や
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
公
益
的
機
能
を
果
た
す
重
要
な
役
割
を
持
つ
産
業
で
あ
り
、
こ
の
循

環
に
森
林
組
合
は
携
わ
っ
て
い
る
。」
と
の
説
明
に
、
生
徒
達
は
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
森
林
組
合
で
林
業
に
携
わ
る
未
来
の
人
財
を
掘
り
起
こ
す
た
め
に
、
今
後
と
も
高
校

訪
問
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

〈
文
責
：
経
営
課
課
長
補
佐　

森
田
佳
代
〉

湖南学園との協働植樹
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令
和
５
年
10
月
２
日
、
に
ち
な
ん
中
国
山

地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
（
日
南
町
）
の
現
地
研

修
（
学
生
と
教
員
の
計
11
名
）
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
組
合
長
か
ら
森
林
・
林
業
を

取
り
巻
く
現
状
や
花
粉
症
対
策
に
向
け
た
課

題
、
現
在
組
合
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
主
伐
・
再
造
林
な
ど
に
つ
い
て
組
合
事
務

所
で
説
明
し
た
後
、
鹿
野
町
広
木
の
皆
伐
・

間
伐
現
場
に
移
動
し
ま
し
た
。
現
場
で
は
、

重
機
業
務
だ
け
で
な
く
、
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業

生
で
あ
る
川
下
技
能
員
（
1
年
目
）
に
よ
る

チ
ェ
ン
ソ
ー
伐
倒
の
様
子
を
見
学
し
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
事
務
所
で
も
現
場
で
も
活
発

な
質
疑
が
行
わ
れ
、
今
後
、
林
業
に
従
事
し

て
い
く
学
生
達
の
意
欲
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。組

合
で
は
、
未
来
を
担
う
林
業
従
事
者
の

育
成
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
本
組
合
へ
の

就
職
に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後
も
こ
の
よ
う

な
現
地
研
修
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
か
ら
は
、
今
年
４
月
に
２
名
の
卒
業
生

が
本
組
合
に
就
職
し
、
現
場
技
能
員
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

〈
文
責
：
経
営
課
課
長
補
佐　

森
田
佳
代
〉

本
組
合
で
は
、
鳥
取
県
立
智
頭
農
林
高
等
学
校
か
ら
の

就
業
体
験
と
し
て
7
月
31
日
か
ら
8
月
4
日
に
か
け
て
森

林
科
学
科
3
年
生
の
2
名
を
、
10
月
16
日
か
ら
20
日
に
か

け
て
森
林
科
学
科
2
年
生
の
2
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受
け
入

れ
ま
し
た
。

鳥
取
県
立
智
頭
農
林
高
等
学
校
の
就
業
体
験
は
3
回
目

の
受
け
入
れ
と
な
り
ま
す
。
3
年
生
の
2
名
は
昨
年
10
月

（
2
年
生
時
）
に
就
業
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
猛
暑
の
中
で
皆
伐
現
場
の
作
業
を
4
日
間
体
験
し
た

こ
と
で
、
夏
場
の
林
業
の
厳
し
い
一
面
を
感
じ
て
も
ら
え

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
参
加
し
た
生
徒
は
、「
夏

場
で
の
伐
倒
作
業
が
大
変
だ
っ
た
が
、
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
2
年
生
の
2
名
は
今
回
が
初
め
て
の
現
場
実
習
と
な
り
ま
し
た
が
、
学
校
の
授
業
で
は

ほ
と
ん
ど
伐
る
こ
と
が
な
い
大
径
木
を
伐
っ
た
り
、
高
性
能
林
業
機
械
を
操
作
す
る
な
ど
、
日

ご
ろ
現
場
技
能
員
が
ど
の
よ
う
な
作
業
を
し
て
い
る
か
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

生
徒
か
ら
は
、「
ハ
ー
ベ
ス
タ
（
枝
払
・
造
林
を
す
る
機
械
）
の
操
作
が
難
し
か
っ
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
」、「
ち
ゃ
ん
と
自
分
が
狙
っ
た
方
向
に
木
を

倒
せ
た
時
は
爽
快
感
が
あ
る
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
作
業
の
中
で
林
業
の
仕
事
に
つ
い
て

分
か
ら
な
い
こ
と
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
現
場

技
能
員
へ
様
々
な
質
問
を
し
て
お
り
、
参
考
と
な
る
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
就
業
体
験
を
今
後
の
進
路
に
活
か
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
将
来
は
当
組
合
へ
の
就
職
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。　

組
合
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
就
業
体
験
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

〈
文
責
：
経
営
課
長　

古
川
晶
朗
〉

に
ち
な
ん
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
現
地
研
修
を
受
け
入
れ

智
頭
農
林
高
等
学
校
か
ら
の
就
業
体
験
を
受
け
入
れ

現場での研修の様子 ( 鹿野町広木 ) 組合長による組合概要説明

伐倒作業をおこなう 3 年生の生徒

ハーベスタで造材作業をおこなう 2 年生の生徒
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お
知
ら
せ

★
相
続
加
入
届
等
の

　
　
　 

提
出
に
つ
い
て

★
組
合
員
加
入
の

　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

①�「
組
合
だ
よ
り
」「
組
合
カ
レ
ン

ダ
ー
」の
配
布
等
に
よ
り
森
林・林
業

に
関
す
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②�

搬
出
間
伐
等
の
施
業
を
組
合
に
委

託
し
行
う
場
合
、手
数
料
率
が
低

く
な
り
ま
す
。

　
（
18
％
→
12
％
）

③�

竹
林
整
備
事
業
や
松
く
い
虫
被
害

跡
地
整
備
事
業
、早
生
樹（
セ
ン
ダ

ン
な
ど
）植
栽
事
業
に
よ
る
植
栽

や
下
刈
な
ど
を
行
う
場
合
、組
合

か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
負
担
が
な

く
な
り
ま
す
。

④�

主
伐・再
造
林
事
業
で
、組
合
が
ス

ギ
・ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
の
伐
採
と

植
栽
、下
刈
の
各
作
業
を
一
括
し
て

委
託
を
受
け
た
場
合
、組
合
か
ら

1
㏊
あ
た
り
50
万
円
以
上
の
利
益

返
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

組
合
員
の
相
続
人
の
方
で

①�

引
き
続
き
組
合
員
に
な
ら
れ
る
方

は
相
続
加
入
届
出
を
2
年
以
内
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

②�

脱
退
を
さ
れ
る
方
は
脱
退
届
を
事

業
年
度
末（
1
月
31
日
）の
60
日
前

ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
、総

代
会
終
了
後
に
脱
退
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

新
人
職
員
の
紹
介

○
令
和
5
年
10
月
10
日
付
　
採
用

　
　
林
産
二
課�

　
　
　

山や
ま

名な　

悠ゆ
う

太た

（
鳥
取
市
出
身
）

「
み
な
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。
林
業
の
仕

事
は
初
め
て
で
す
が
、
上
司
や
先
輩
方
の

現
場
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
実
際
の

作
業
の
手
順
や
様
々
な
工
程
の
内
容
や
流

れ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

覚
え
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

し
っ
か
り
覚
え
て
、
一
日
で
も
早
く
皆
さ

ん
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

　

技
能
職
員

夏
の
献
血
を
実
施

令
和
５
年
８
月
25
日
、
組
合
事
務
所
で
献
血
を
実
施

し
ま
し
た
。
献
血
バ
ス
に
来
て
い
た
だ
く
の
は
今
年
で

３
年
目
に
な
り
ま
す
。
特
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る
４
０
０
㎖
献

血
に
職
員
・
技
能
員
の
有
志
15

名
が
協
力
し
ま
し
た
。
組
合
で

は
今
後
も
献
血
に
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

〈
文
責
：
経
営
課
課
長
補
佐　

�

森
田
佳
代
〉

　

本
組
合
の
現
場
技
能
員
が
講
師
と

な
り
、
組
合
員
を
対
象
に
し
た
「
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
」
の
開
催
の
ご

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
前
に
森

林
組
合
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
開
催
に
あ
た
っ
て
の
参
加

人
数
は
３
人
～
10
人
程
度
を
想
定
し

て
お
り
、
参
加
人
数
が
集
ま
ら
な
い

場
合
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

組
合
員
向
け

組
合
員
向
け

「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
」

「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
」

��

実
施
の
ご
案
内

実
施
の
ご
案
内

令
和
５
年
10
月
15
日
、
梅
田
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
（
大
阪

市
）
で
、
関
西
圏
を
対
象
と
し
た
「
森
林
（
も
り
）
の
仕
事

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
開
催
さ
れ
、
本
組
合
か
ら
森
田
課
長
補
佐

と
濱
田
主
任
が
参
加
し
、
組
合
ブ
ー
ス
で
来
訪
者
の
相
談
に

対
応
し
ま
し
た
。

森
林（
も
り
）の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
林
業
従
事
者
の
確

保
を
目
的
に
、
森
林
・
林
業
に
就
業
を
考
え
て
い
る
方
や
関

心
を
持
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
る
説
明
・
相

談
会
で
す
。
こ
れ
か
ら
就
職
を
迎
え
る
学
生
や
転
職
、
移
住

を
考
え
て
い
る
社
会
人
な
ど
の
皆
様
に
、
組
合
で
の
仕
事
内

容
や
移
住
に
関
す
る
こ
と
を
対
面
で
説
明
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
す
。

ま
た
、
令
和
６

年
１
月
20
日
に
は
、

米
子
市
で
開
催
さ

れ
る
県
内
へ
の
林

業
就
業
希
望
者
を

対
象
に
し
た
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
も
参
加

し
ま
す
。
今
後
と

も
、
県
内
外
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
へ
積
極

的
に
参
加
し
、
職

員
や
現
場
技
能
員

の
確
保
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
〈
文
責
：
経
営
課
主
任　

濱
田
洋
輔
〉

森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
参
加
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